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相模湾熱海中におけるアカザエビの生態・分布密度
及び籠に対する行動の観察

青 山 雅 俊゛l

】988年11月 扣日に諮水調査勳『しんかい20UO 』で ，齟槙湾熱梅沖の水深310-3 匐

ｍ の海暖を航走し，アカザエピの生態，分布携度及び圖|こ対する行動|こついて観察

を打った．

｜）潜航巾lこ，32個休のアカザエビを撹忽覩察した．

２）航走匳彊 前6m のl 匯 ，フカザエピを26個体観察した．アカザエビの分布竃

度を4.S 尾／1000 ㎡と晝定した．

３）アカザエビの状態は泥上|ごいる個体か穴ＳＬている個体より多かった．

○ アカザエピの駁皮殼を，水深310m の泥 上で発見した．

５）アカザヱピの簡へのい襲は視覚でなく，餌からの誘引勧質|こよるものと考え

られた．

The  Observations on Ecology, Population  Density and

Behavior  toward  Trap  Net  for the Reptantian  Lobster,

Metanephrops  japatucus. in Saga mi Bay  off Atami

Masatoshi AOYAMA*2

Observations on  ecology,  population  density  and  behavior  toward

trap net for the reptantian lobster, Mewiephrops  faponicus, were carried

out  by  "SWNKaI  2000 ° in Saganu  Bay  off Atami  at depth  of 310 m  to

340  mor  November  10,1988.

1) 32  individuals of  the reptantian lobster were observed during the

dive.

2) 26  individuals of  the reptantian lobster were  observed  along  (he

track line of $06m  distant. The population density of the reptantian

lobster was estimated to be 4.6 individuals/1000 m*.

3) Die  numbers  of individuals walking on the muddy  seabed was more

than chose stayed in their burrows,

4) A  ewiysis of the reptantian lobster was  discovered on  the muddy

seabed  ac a depth of 340m.

5) Ic  is to be  supposed  that the reptatian lobster was attracted to the

trap net by  not die  visual sense, but the olfactory sense to the

incentive matter diffused from the bait.
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1. はじめに

静岡水試伊東分場では，未利用資源の有効利用

をはかるため，伊豆東部沿岸の深海域のえび龍漁

場開発調査を】974年から1976年まで行ってきた。

その結果（大西ら｡1977). アカザエピ，エソイソ

アイナメ。ミノエピ1こついては漁業対象資源とし

て可能性が見出だされ，これらの魚種のうち，ア

カザエビ1ごっいては1982年からは事業 ベースの試

験操業が行われ，えび衢漁業の可能性が検討され

てきた。しかし，アカザエビ資源は再生産力が小

さく，漁獲の影留を受けやすいと考えられ，この

擒な資源を維持し，漁穫を継続させていくために

は，再生産とのバランスの取れた管哩漁楽を腿開

していかなければならない（青山ら｡1988)｡

また，平本（198? ）Sこよれば，アカザエピの生

態|と関する知見はほとんど明らかにされていない。

このような状況の中で筆者は「しんかい2000 」

に乗船する機会を得たので，伊豆東部沿岸のアヵ

ザエビの資源量推定に資するために，分布密度を

把握する試みを行い。また，生態|こ関 する知 見と

してアカザエビの箭に対する行動を観察したので，

報告する。

本文|て入るに先立ち，潜航匐杳に数々の便立を

計られた而洋科学技術センター「しんかい2000」

並びに支援母船「なつしま」の乗組員の方々，及

び，調杳のとりまとめ|て関して御教示いただいた

静岡水試村中文夫氏1ご感謝する。

2. 調査日，潜航海嫉及び観察方法

調査の概要を表 】に示した。調査l.|は1988 年j】

底し．そこから西に向かって航走しながらアカザ

エピの生態，分布密度を観察した．途巾.12 時43

分から14時O1 分（水深340m の地点Ｂ）までと，

14時13 分から14時42 分（水深340  m の地点Ｃ）ま

でと, 140.^53分から15時07 分（水深335  m の地点

Ｄ）までの３同．えぴ籠 １個（図 ２，餌はサンマ）

を設置し，衝|こ対するアカザエビの行動を観察し

た。15畤31 分水深310m の地点Ｅで調査を終ｒし

離底した。航走lll離はｊ･806m であった。潜航時

|:ljは４時間18分で。そのうち在底時間は３時|吻39

月】OIIで海洋科学技術センターの潜航１り･は385

1て` jlる。調査地点は棚模湾熱梅沖 の北緯35 ° 06.

50″束経139 ° 07. 50’の地点（関１）であった。

午前11畤52分に水深3 仙 ｍの海底（地点Ａ）Sこ着



分であった．なお，観察方法は目視に 加えて，

「しんかい2000JR: 装備されている船外ビデオカ

メラ．船外ステレオカメラ.35a カメラも用い

た．

また．潜航前にｘＢＴにより水温の鉛直分布が

洳|定され．潜水調査中の水深．水温，壌分はｒし

んかい2000J  (こ搭載さ れているｓＴＤ によって記

録された．

3. 結果及び考察

3.1　 物理的環境

潜航iilこＸＢＴＩこより頑11定された水温鉛直 分布

を図31 こ示した。ａ 底畤の海底状況は, 底質は泥。

観程４ｍ，水提8.62 ℃，潮流50 °方向へ0.1kn で

あ った。航 走中の水温は8.35 ～10.57 ℃｡ 塩 分は

34. 】0～34.85 ‰の範囲内 であり， ま た， 膿竹は 泥

であ ったが， まれ|ご岩が泥中 から顏を覗かせて い

た。 そのような岩には イソギ ンチ ャクが付粁して

いるこ とが多かった。

１２　アカザエピの生態、分布密度
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図３　潜航梅域のＸＢＴＩこよる水温鉛直分布

（1988ｑ91月10日，北緯35‘ 06.45″ Ｎ

東経139 ° 08.091’ E）

Fig.３ Vertical distribution of water

temperature ａt the diving arｅａ

ｕｓing XBT（Ｎｏｗｍｂｅr 10,1988,35°

06.45' N 139° 0＆091 ’ E）

調査を 全て 合計す ると時問当たり観察個体数は

潜航の問，視認観察したアカザヱビは32個体で　0.338 尾／分で, 距離当たりの観察個体数は0.032

あり，内訳は航走巾に26個休，籠設ｌ 中に６個体　 尼／ｍであった。また，アカザエピの状態は穴居

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　 している個体が計７個体，泥上にいる個体がat19

航走巾のアカザエビ観察結果を表２に示した。　 個体で，泥上にいる個体のほうが多かった。

Ｂ－Ｃ地点で距離当たりの観察個体数が多かった。　 村中（1988）は駿河湾焼津沖でのアカザエピの

ぷ２　アカザヱビ観察結果

Table 2　Observation l･esull of Replanlian lobｓler.

町咄吻 气 鵑妲卜 刻 終了時刻 卜恫1(分) 匳惻l(m) 水深（ｍ）
ア カ ザ ェ ヒ’ 嘲剛町り

腓 数･

節彊圖Iり

佃体取・傴嘶 足 上．穴 居

A-B 12｀04 12140 27? 3佃 0083 o､011

B-C 14・01 14・07 340 008

C-D 14・42 14 54 132 335-340 0 1？ 003S

D-E 1S･07 15129 ３１０ 310-335 ０５ 0035

806 310-340 0338 0032

｜゙　掣位迴／分

・2　11t位尾／ｍ

観察倒体数を示しているが， そ れに よ ると水深　 は2411!であｰ･た。 それぞれ時間91たり，距離｀iた

280～375m で40 分間|こ161d.700m の航止距離で　　りに直すと0.4 尾／分，0.03416 ／ｍであり， 本
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綢壼結果と類似の臍であった。

本調査結果を密度|こ換算するために「しんかい

20（）0」による瞋の観察鰛を７ｍと仮定すると。観

察而積は5642㎡となる。そして，この巾に生息す

るアカザエビを全て観察できたとするとフカザヱ

ビの分布密度は4.6 尾／1000㎡と推定される。

本調査中，アカザエピの「しんかい2000」に対

する逃避行勦は兒られないことから。 分布密度を

把握するためsとは，今回のような直接観察は有効

な手段と考えられる。ただ。謇本（198?）が推測

しているようにアカザエピが休を完企に口すよう

な巣穴を持たないなら，穴居しているフカザエビ

も外から視認され問題がないが，その確認はなさ

れていない。今後はアカザエピの巣穴の形状や海

底に散在する穴sこついてフカザエピの生息の介無

を確認するととも|と。資源飛推定のため。他海域

に直接観察による分布鴨度調査を拡げる必要があ

ろう。

ｃ地点（水深340  m) では了カザエビの脱皮殼

を兇見し た。脱皮迴は泥上にあり（写真１）。マニ

ピ。レータで確認した。

Ｄ地点では個体間の闘争らしきものが観察され

た。「しんかい2000」が近付いたところ。岩のとな

りのくぽみにいたアカザエピ２個体が，ｒしんかい

2000 」の灯 火で相手を認知したためかどうか，

一力がもう一方を追い払う行動が観察された（写

ａ ２，３）。観察されたフカザエビの･11には鉗脚の

人きさが左右肓なる個体（写ｎ ｏ か兄受り られ，

これはこのような咽体間の闘争の結ｌ かもしれな

1 。ゝ

3.3　 アカザエピ の籠に対する行動

第 】～31!jlまでの観察結果を表３に示した。第

】回川の観察時には310 °方向から0.2 kt の流れ

があった。 翦とアカザエピ，「しんかい2000 」の位

置関係は「しんかい2000J の船冖’方向から流れが

あり，蔔は･11初「しんかい2000」の前方に設置さ

れた。アカザエビは「しんかい2000.1 の右前力|こ

位置し，甄より翻上|こあたる位置lこいた。このと

き，アカザエビは特に際Qs つた行助は示さなかっ

た。髄設霞後26分に韜を移動させているが。これ

は了カザエビの潮t.側に置きII’iしたものであり。

その直後，アカザエビが突111として籠1こ接近し姶

め た。 第２回 目の観察 時には流れは認 められな か

った。 第３同 日の観 察時には流れは記鍬しな かっ

た。

結 果の概 要をまとめると。 次のよ うなこと がい

えよう。

①湖 上に酲を設置す ると， すぐ瓩にい 染した。

②潮下から而に接近 する個 体があ った。

③ 籠を持ち 上げ ると籠に接近 した。

④点灯下で 態にい集 した。

⑤ １，２回 の観察では，暦設置匿22 ～60 分位で新

たな アカ ザエピがい襲して きた。

⑥ 罷に対 する行助に 個体差 が認められた（表３）。

以 上の①，（1），（i）から， アカザエビの 而へのい

集は視覚ではな く。 餌から の誘引物 質によ るもの

と考えら れた。 餌からの誘引物質の拡散範 囲には

流 れの介無。強弱 が関係すると思 われる。 また｡

④から灯 火の影響は認められない と七え られた。

そして，（1），㈲の結吸には この海域でのアカザエ

どの 分布密 度や個 体の摂 餌状況 が関係 している も

のと思 われた。

竹生ら（1987 ）は，ア カザエビは灯 火にはＱの

走性。叫 料にはiE の走性を介すると判断 してい る

が，今回 ，飼糾に 対す る正の走性は認 められたが

灯 火に 対する負の走性は認めら れなか った。

アカザエビは 甎にはい 襲したが，入扈しなかっ

た。 入屈した生物はヌタウナギ， オオグソ クムシ

であ った。 ヌタウナギは第 １回 観察で 篦股置 牋５

分頃（消灯ド）から入 醢しは じめ。最 高で5.6

16 ほど 入り， 陥から出 る個体 もいた。 従って，２，

３川| 】の観察開始前には籠内 にはヌ タウナギが既

に入 ってい る状 態であ った。 アカ ザエピが 入瓸し

なか りた円1山 として， ヌタウナギが先に入瓩した

こ とによる人態除山， 点灯 ドでの簷に対す るアヵ

ザエビ自身の警成行 勁，漁 具L の問 遡が 七えられ

た。
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写頁ｌ　 アカ ヂェビの説皮殼

phot ０.１ Ａ ecdysis ｏr tｈｅ Ｒ叩t ａｎtian

lob ｓtｅｒ.

写 火.2　 閥 争行動（？）

phot ０.2 1n fighting ａｄｉｏｎ （ ？）

写 貞 ３　 闘 争 行!励 〔 ？ 〕

photo.  3 In  r 】ghCl!,ｇ ａｃtｉｏｎ （ ？ ）

１;Ｑ ４　 釧脚の人きさがIrllな る 個体

pllot0.4 The lll(ii ｙl,IXI!ｓ ｗith dilr ｅ･

rent ｓlｚｅ of cheliped ｡
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